
人
口
人
口
とと
世
帯
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世
帯
数

★ 人 口 79,871 人 （　▲ 15 人）
男 40,405 人 （　　　6 人）
女 39,466 人 （　▲ 21 人）

★ 世 帯 31,703 世帯 （    32 世帯）
※令和 3 年 1 月 1 日現在、市民課調べ
※（  ) 内は前月比。住民基本台帳と外国人登録　
　（登録者数 3,423 人）をもとに算出。
※減少の場合のみ▲印を記載。
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 荒町の

　髙木 優
ゆ う な

奈 ちゃん （7）

　　　 隆
りゅうじ

二 くん　 （1）

　いつも笑顔の 2 人。ダン
スが好きな優奈ちゃんと、
乗り物が好きな隆二君。公
園で遊ぶのが大好きな 2 人
笑顔で元気な子になってね。

（コメント：父・章充さん、
　　　　　  母・有香さん）

「わが家の天使たち」、「笑顔をさがして」、「あの日あのころ」「わが家の天使たち」、「笑顔をさがして」、「あの日あのころ」
掲載希望の方は、広報広聴係まで申し込みください。掲載希望の方は、広報広聴係まで申し込みください。
☎ 83・8100　E ﾒｰﾙ kouhou@city.moka.lg.jp☎ 83・8100　E ﾒｰﾙ kouhou@city.moka.lg.jp

　

Ｆ
Ｍ
も
お
か
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め

て
い
ま
す
。
念
願
の
声
の
お
仕
事
で
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
楽
し
く

情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

356 人目の笑顔さん

をさがして
大
お お ね た

根田 ゆうきさん

子育てに関わるさまざまな情報を発信します。子育てに関わるさまざまな情報を発信します。

第一子育て
支援センター

第二子育て
支援センター

にのみや保育園
子育て支援センター

二宮地域サロン

場　所 田町 14 番地 4 大谷台町 25 番地 1 久下田西一丁目 1 番地 石島 893 番地 15
二宮コミュニティセンター内

開設日時
月曜日～日曜日
9:00 ～ 11:30
12:30 ～ 16:15

月曜日～金曜日
9:00 ～ 11:30
12:30 ～ 16:15

月曜日～金曜日
9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 15:00

水曜日
9:00 ～ 11:45

休館日 祝日・年末年始 土曜日・日曜日
祝日・年末年始

土曜日・日曜日
祝日・年末年始

（園の行事により変動あり）

水曜日以外
祝日・年末年始

対象月齢 0 歳～就学前 0 歳～ 2 歳誕生日前日 0 歳～就学前 0 歳～就学前
（在宅乳幼児）

問い合わせ ℡ 84-1545 ℡ 84-4100 ℡ 73-2200 ℡ 84-1545

市 HP 
QR コード

顔顔笑笑

＜特集＞井頭＜特集＞井頭観光いちご観光いちご園 もう食べた？もおかのいちご園 もう食べた？もおかのいちご
〔P2・3 関連記事〕〔P2・3 関連記事〕



（3）広報もおか（3）広報もおか 令和 3年 2月号（2）令和 3年 2月号（2）

観光いちご園自慢の、完熟で甘い「とちおとめ」を思う存
分味わってください。また、いちごハウスの一部は高設ベ
ンチ栽培のため、車椅子の方も安心して利用できます。

「とちあいか」は「栃木県産のいちごのさらなる魅力向上と、いちご
生産農家の経営安定を」と、栃木県が開発したいちごの新品種です。

夜の灯りに包まれて、完熟いちごとホット
ドリンクで特別な時間を過ごしませんか。

チャットパレスの芝生広場でラグジュア
リーなキャンプ体験！
温泉も楽しめます。

「とちおとめ」より開花始期が 6～ 13 日早く、収穫始期は 10 ～ 19 日早いです。また、
収量も「とちおとめ」より 30～ 40％程度多いとされています。

「とちおとめ」と比べて果汁に富み、糖度は同程度ながら酸味がやや低い、甘くて美味しい
いちごです。また、果皮は硬くしっかりしていて、食べ応えもバッチリです。

1粒の平均が 20g 程度であり「とちおとめ」の平均より 4g 程度大きいです。また「とち
おとめ」より強く鮮やかな赤色で、粒はきれいなハート形になります。

いちごの大敵である「萎
いおうびょう

黄病」に対し、高い耐病性を有している「とちあいか」は、安定
供給を目指すいちご生産者の強い味方です。

※グランピングまたはチャットパレス宿泊者限定プラン

①検温　②各ハウスに消毒液を設置　③入場制限（通常の最大数の約半分）
④ヘタ等を捨てる蓋（ふた）付きごみ箱の設置

下記のとおり感染症対策を実施しています。

【いちご狩り等についての問い合わせ・団体予約】
　井頭フレッシュ直売所（あぐ里っ娘）井頭観光いちご園　℡ 81-1141
【ストロベリーナイト、グランピングについて】
　プロジェクト推進室特定プロジェクト推進係　℡ 83-8196
【その他】農政課園芸畜産係　℡ 83-8139

井頭観光いちご園

 2 月号　《 特集 1 》　

　2 月から、いちごの本格シーズンに突入します。井頭観光いちご園でのいちご狩りや新品種の
「とちあいか」、ストロベリーナイトなど、真岡のいちごについてお知らせします。

井頭観光いちご園

新品種「とちあいか」

井頭周辺での取り組み

■ 時間無制限・食べ放題！いちご狩り

■ 新型コロナウイルス感染対策中

■ 生産者の声

■ 「とちあいか」ってこんないちご

早く・多く収穫ができる！

ジューシーで酸味が少なく、実がしっかり！

大きくて、赤いハート型！

病気に強い！

いちご狩り料金表

■ ストロベリーナイト ■ グランピング

※ 2歳以下は無料 （価格は全て税込み）

期　間 1/2 ～ 2/28 3/1 ～ 4/4 4/5 ～ 5/5 5/6 ～ 5/9
区　分 個人 団体 個人 団体 個人 団体 個人 団体

小学生以上 1,500円 1,400円 1,400円 1,300円 1,300円 1,200円 900 円 900 円

3歳以上
～小学生未満 1,300円 1,200円 1,200円 1,100円 1,100円 1,100円 600 円 600 円

【受付】井頭フレッシュ直売所（あぐ里っ娘）
【営業時間】午前 9時～午後 4時
【受付終了時間】《平日》午後 3時　《土・日・祝》午後 3時 30分

安心していちご狩りが安心していちご狩りが
楽しめるぴょんね！楽しめるぴょんね！

　私たち生産者は、皆さまに安心・安全ないちごをお届けすることはも
ちろん、ビタミン、食物繊維、葉酸などを豊富に含むいちごを食しても
らうことによって、お客さまの美容と健康づくりの一助となれるよう、
日々丹精込めていちごを生産しています。
　真っ赤に実ったいちごと共に、皆さまのご来場をお待ちしていますの
で、観光いちご園ならではの完熟いちごを食べにぜひお越しください。

井頭観光いちご園　黒ちゃん園　黒子忠芳

もう食べた？ もおかのいちごもう食べた？ もおかのいちご

※お持ち帰りはできません。　※ 15人以上で団体割引となります。
※車椅子の方は割引あり（ご本人に限り 100円割引）
※新型コロナウイルス感染症対策のため、混雑時には時間制限を実施する場合があります。※新型コロナウイルス感染症対策のため、混雑時には時間制限を実施する場合があります。



＊
国
民
健
康
保
険
税
の
領
収
書

＊
生
命
保
険
料
（
一
般
生
命
保
険
料
・
介
護
医

　

療
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険
料
）、
地
震
保

　

険
料
・
旧
長
期
損
害
保
険
料
の
控
除
証
明
書

＊
医
療
費
控
除
ま
た
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

　

シ
ョ
ン
税
制
の
明
細
書

　

※
明
細
書
を
作
成
し
て
い
な
い
場
合
は
、

　
　

申
告
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

※
明
細
書
を
作
成
し
て
提
出
す
れ
ば
、
領

　
　

収
書
の
提
出
は
不
要
で
す
。

　

※
医
師
等
が
発
行
し
た
証
明
書
は
、
提
出

　
　

が
必
要
で
す
。

　

※
「
医
療
費
通
知
」
を
明
細
書
に
添
付
す

　
　

る
と
、
明
細
の
記
入
を
省
略
で
き
ま
す
。

　

※
医
療
費
控
除
ま
た
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

　
　

シ
ョ
ン
税
制
の
い
ず
れ
か
し
か
受
け
る

　
　

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

※
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
を
受

　

け
る
方
は
、
健
康
診
断
や
予
防
接
種
な

　

ど
の
健
康
の
保
持
増
進
お
よ
び
疾
病
の

　

予
防
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
書
類
が

　

必
要
で
す
。

　

※
医
療
費
の
申
告
用
書
類
は
、
市
税
務
課

　

ま
た
は
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

＊
そ
の
他
の
所
得
控
除
や
、
税
額
控
除
に
関

　

わ
る
証
明
書
や
領
収
書
な
ど

①
昨
年
中
に
営
業
・
農
業
・
そ
の
他
の
事
業

　

を
営
む
方
、
地
代
・
家
賃
収
入
の
あ
る
方

④
生
命
保
険
金
や
満
期
返
戻
金
等
を
受
け

　

取
っ
た
方

③
公
的
年
金
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
方

＊
公
的
年
金
以
外
に
所
得
が
あ
る
方

＊
他
の
所
得
が
な
い
場
合
で
も
、
各
種
所
得

　

控
除
（
雑
損
控
除
・
医
療
費
控
除
・
扶
養

　

控
除
な
ど
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

②
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
方

＊
給
与
の
年
収
が
2
千
万
円
を
超
え
る
方

＊
給
与
以
外
に
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得

　

や
配
当
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方

＊
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
、

　

年
末
調
整
で
合
算
さ
れ
て
い
な
い
方

＊
中
途
退
職
者
や
短
期
雇
用
者
な
ど
で
、
年

　

末
調
整
さ
れ
て
い
な
い
方

＊
医
療
費
控
除
、住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
、

　

寄
附
金
控
除
な
ど
を
受
け
る
方

＊
そ
の
他
、
年
末
調
整
に
よ
り
交
付
さ
れ
た  

　
「
源
泉
徴
収
票
」
の
各
種
所
得
控
除
の
内

　

容
や
、
金
額
に
変
更
が
生
じ
た
方

月日 曜日 地区名（真岡会場）
2/16 （火）  小林・八條　
2/17 （水）  根本・須釜・南高岡・島
2/18 （木）  西田井・鶴田・青谷
2/19 （金）  君島・道祖土・東大島・東沼・西沼
2/22 （月）  飯貝・清水
2/24 （水）  田島・堀内・京泉
2/25 （木）  赤羽・下鷺谷・上鷺谷・ 下籠谷・原町

2/26 （金） 上大田和・下大田和・若旅・ 加倉・下大沼
・下大沼 1 ～ 2

3/1 （月）  寺内・粕田・寺分
3/2 （火）  中・上大沼・上大沼 1 ～ 2

3/3 （水）  大沼・長田・長田 1 ～ 5・柳林・勝瓜
・茅堤・小橋・伊勢崎

3/4 （木）  八木岡・熊倉町・熊倉１～３
3/5 （金）  台町・荒町・荒町２～４
3/8 （月）  東郷・西郷・中郷

3/9 （火）  亀山・亀山１～３・上高間木・西高間木・
 上高間木１～３

3/10 （水）  高勢町１～３・大谷新町・大谷台町
 東光寺１～３・大谷本町

3/11 （木）  白布ヶ丘・田町・下高間木・並木町１～４
 寺久保１・下高間木１～２

3/12（金）・15（月）3/11 までに申告ができなかった方

月日 曜日
地区名（二宮会場）

午　前 午　後
2/16 （火）  本郷・旭町  寿多町・長島
2/17 （水）  春来町・境  寺山・程島
2/18 （木）  久松第一  久松第一・久松第二
2/19 （金）  大根田  丸山・阿部品

2/22 （月）  富永町・福居町・錦町・
 東町・豊住町・銀町  新石町

2/24 （水）  石島  石島・下大曽
2/25 （木）  長沼北  長沼南・谷貝新田
2/26 （金）  大道泉・西大島  上江連
3/1 （月）  古山  青田北・堀込
3/2 （火）  鷲巣・青田南  砂ヶ原東・ 砂ヶ原西
3/3 （水）  上大曽  上谷貝
3/4 （木）  東物井  東物井・下原
3/5 （金）  下物井・東鹿  上物井・西鹿
3/8 （月）  西物井１～２  沖・阿部岡
3/9 （火）  横田  大和田・水戸部
3/10 （水）  桑ノ川・南鹿・北鹿  反町・ 原分・三谷
3/11 （木）  高田  高田・高田新町・市之塚

3/12（金）・15（月）3/11 までに申告ができなかった方

　　　　　　　　【期　間】2 月 16 日（火）～ 3 月 15 日（月） ※土曜 ･ 日曜・祝日は除く

　　　　　　　　【時　間】《午前》8時 35分～ 11 時　《午後》1時～ 4 時
※午前中に受付をした場合でも、混雑状況により午後からの申告相談となる場合があります。
※新型コロナウイルス感染予防対策のため、入場制限を行う場合があります。また、受付状況によりお車等で
　お待ちいただく場合がありますので、ご了承ください。
※混雑の状況により、受付を早めに締め切る場合があります。

二宮会場 ▶二宮コミュニティセンター
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で
き
ま
せ
ん
。

 

税
務
課
か
ら
の
お
願
い

●
青
色
申
告
の
方

●
山
林
所
得
申
告
の
方

●
畜
産
申
告
の
方

●
譲
渡
所
得
申
告
の
方
（
土
地
・
株
な
ど
）

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
初
め
て

　

申
告
す
る
方

●
雑
損
控
除
を
申
告
す
る
方

●
仮
想
通
貨
に
係
る
申
告
を
す
る
方

税
務
署
で
の
申
告
対
象
者

次
の
方
は
申
告
が
必
要
で
す

●
所
得
税
の
確
定
申
告
で
は
、
利
用
者

　

識
別
番
号
を
取
得
す
る
時
間
が
必
要

　

で
す
。
す
で
に
番
号
を
取
得
し
て
い

　

る
方
は
、
番
号
が
分
か
る
も
の
（
番

　

号
が
書
い
て
あ
る
紙
な
ど
）
を
提
示

　

し
て
く
だ
さ
い
。
以
前
に
真
岡
会
場
、

　

二
宮
会
場
で
取
得
し
た
方
は
提
示
不

　

要
で
す
。（
再
取
得
し
た
場
合
は
、
以

　

前
の
番
号
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
）

●
申
告
書
や
各
種
通
知
は
、
昨
年
の
申

告
実
績
に
基
づ
き
発
送
し
て
い
ま
す

が
、
通
知
等
が
届
か
な
く
て
も
申
告

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
低
所
得
者

軽
減
措
置
を
受
け
る
方

●
税
務
証
明
（
所
得
・
課
税
証
明
な
ど
）

を
必
要
と
す
る
場
合
や
、
各
種
手
当

（
児
童
扶
養
手
当
な
ど
）
を
受
け
取
る

場
合
、
国
民
年
金
の
免
除
申
請
を
行

う
場
合

期
限
内
に
申
告
を
！

●
市
民
税
・
県
民
税
の
配
当
割
額
控
除

●
市
民
税
・
県
民
税
の
株
式
等
譲
渡
所

　

得
割
額
控
除

●
上
場
株
式
等
の
配
当
所
得
等

●
上
場
株
式
等
の
譲
渡
所
得
等

の
課
税
方
式
の
選
択
制
度
の
適
用
を

受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
期
限
内
に

申
告
が
必
要
で
す
。

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

申
告
が
必
要
な
方

申告の日程

２
月
16
日
（
火
）
～ 

３
月
15
日
（
月
）

真岡会場 ▶青年女性会館
法務局

芳賀
庁舎

市役所

消防署 警察署

市民会館
公民館

青年女性会館青年女性会館

図書館市民公園

五
行
川

国
道
２
９
４
号

申告会場
科学教育ｾﾝﾀｰ

真岡税務署

N

●
来
場
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
お
よ

　

び
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の
利
用
を
お

　

願
い
し
ま
す
。

●
受
付
の
検
温
で
37
・
5
度
以
上
の
発

　

熱
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
入
場

　

を
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
来
場

　

の
際
に
は
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。

次
ペ
ー
ジ
で
「
市
・
県
民
税
の
申
告
」
が
必
要
か
チ
ェ
ッ
ク
だ
ぴ
ょ
ん
！

次
ペ
ー
ジ
で
「
市
・
県
民
税
の
申
告
」
が
必
要
か
チ
ェ
ッ
ク
だ
ぴ
ょ
ん
！

還付申告は

スマホでも

できるぴょん！

国税庁 HP
「確定申告書等
作成コーナー」

来場せず確定申告
することができます！

下記 QR コードから
も確定申告書が作成
できます。
詳細等は下記 HP に
て確認ください。



令和 3年 2月号（6）（7）広報もおか

                                               ◆市民税 ･ 県民税の申告について
 問 税務課市民税係 　℡ 83-8113

◆ 所得税の確定申告について
 問 真岡税務署 　℡ 82-2115

税務署で確定申告されますか？

令和 3 年 1 月 1 日現在、真岡市に住所
（住民登録）がありましたか？

昨年中に収入がありましたか？

収入は障害年金・遺族年金・失業給付金
などの非課税所得のみですか？

市・県民税の申告は必要ありません

真岡市への申告は必要ありません
（1月1日現在の住所地で申告してください）

どのような収入がありましたか？以下の 3 つから選択してください

給与収入がある人
勤務先の給与以外に

収入がありましたか？

公的年金収入がある人
公的年金収入以外に収入

がありましたか？

営業等、農業、
不動産、その他

雑所得、一時所得
などがある人

扶養控除、医療費控除、
社会保険料控除などの
控除を追加しますか？

公的年金収入が
・65 歳以上の方で 148 万円以下
・65 歳未満の方で 98 万円以下　
  ですか？

市・県民税の申告
は必要ありません

  市・県民税の申告が必要です市・県民税の申告が必要です
印鑑・必要書類をご用意の上、申告受付の各会場へお越しください印鑑・必要書類をご用意の上、申告受付の各会場へお越しください

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい はい
各種制度により申告が
必要な場合があります

　以下の場合、配偶者控除・扶
養控除の対象の有無に関わらず
申告が必要な場合があります。

①福祉医療制度の適用が必要な
　方、国民健康保険 (70 歳以
　上）・後期高齢者医療制度の
　被保険者で医療費の自己負担
　額の軽減を受ける方
②所得・課税証明書が必要な方

市・県民税の申告
は必要ありません

いいえ

はい はい

市・県民税の申告フローチャート市・県民税の申告フローチャート

いいえいいえ

  問 市立図書館　℡ 84-6151

・他人の飼っている動物にかまれてしまった場合
・自転車同士の事故など

・示談を済ませてしまったとき
・勤務中や通勤途中での事故
・不法行為（飲酒運転や無免許運転）など

　整骨院・接骨院は医療機関とは異なるため、
保険証が「使えない場合」と「使える場合」
があります。

・ねんざ　・打撲　・肉離れ　
・骨折、脱臼の応急手当

・単なる肩こりや肉体疲労
・マッサージ代わりに受けたもの
・症状改善の見られない長期施術
・病院で同じ負傷等の治療を受けた場合
・労働災害保険が適用となる負傷
・第三者行為の届出をしていない負傷

国民健康保険税や介護保険料、後期高齢者医療保険料の軽減、福
祉医療制度の適用が必要な場合は、税金がかからなくても申告が
必要です。
※配偶者控除・扶養控除などの対象の方は申告の必要はありません。

（一部制度除く、右下①②参照）

交通事故交通事故などのけがの治療で
　保険証を使用するときは届出が必要

整骨院＆接骨院整骨院＆接骨院で施術を
受けるときの注意点

こんなケースでも保険証を使ったら届出を！

こんなときは届出をしても保険証が使えません！

　交通事故など、第三者（加害者）によるけ
がの医療費は、加害者の全額負担となるため、
保険証は原則使えません。

保険証が使えない場合

保険証が使える場合

　保険証を「使いたい」または「使ってしまっ
た」場合は、届出をする必要があります。国
民健康保険または後期高齢者医療保険に加入
している方は、市国保年金課に問い合わせく
ださい。

                                             問 国保年金課国民健康保険係　℡ 83-8123
　　　　　　　 高齢者医療係　℡ 83-8593

国保年金課から国保年金課から～～保険証の使い方について保険証の使い方について～～

制度を正しく
理解しようぴょん★

オープンしました

　1 月 29 日（金）午前 9 時から「真岡市電子図書館」のサービスを開始しました。
　ぜひ、この機会に電子図書館をご利用ください。

Q.利用方法は？

Q.どんな人が利用できるの？

Q.電子図書館って何？

インターネットに接続可能な端末（パソコン・
タブレット・スマートフォンなど）を使い、
図書館の電子書籍を閲覧できるサービスです。
24 時間いつでもどこでも、電子書籍の検索・
閲覧や貸出・返却などの手続きができます。
※通信料は利用者負担です

市内に在住・在勤・在学しており、図書館の
利用者カードを持っている人が利用できます。
利用者カードを持っていない人は、直接図書
館に来館して申請手続きを行う必要がありま
す。身分証明書や勤務地が分かるもの等を持
参の上、市立図書館（二宮図書館・真岡西分
館図書館も可）のカウンターで申請してくだ
さい。

A.

A.

A. 以下の手順で利用可能です。

貸出点数：3 点まで
予約点数：3 点まで
貸出期間：14 日間
  　（借りた日の翌日から数えて 2 週間）

★利用者カードは 3 年ごとに更新が
　必要です。更新が必要な方は、来
　館または郵送で更新手続きを行っ
　てください。
★カードの更新が必要かどうかは、　
　下記へ問い合わせください。

市立図書館 HP
QR コード

１ パソコンやスマートフォンで真岡市立図書館のホームページ
（https://www.moka-lib.jp/）にアクセスし「真岡市電子図書館」
のバナーをクリックする

読みたい電子書籍を探し「借りる」ボタンをクリックする3

「読む」ボタンをクリックする4

読み終えたら「返す」ボタンをクリックする
※貸出期間を過ぎると自動で返却されます

5

＊ 1  利用者 ID：利用者カード番号
＊ 2  パスワード：任意で設定する文字列
                          初期設定では、利用者個人の生年月日（西暦）となっています
                            （例：1975 年 1 月 1 日生まれなら「19750101」 ）
                            初回ログイン時に、必ず任意の文字列への変更をお願いします

利用者 ID（＊ 1）とパスワード（＊ 2）を入力してログインする２

ふむふむ…

簡単そうだぴょん★

詳しくは、市立図書館ホームページを確認ください。

真岡市電子図書館一一

 2 月号　《 特集 2 》　

1/29
（金）



令和 3年2月号（8）

　いきいき運動教室は、ストレッチや筋力トレー
ニングにより体幹を鍛え、介護予防につなげるこ
とを目的とした教室です。初回のこの日は、最終
日との体力を比較するため、体力測定を行いまし
た。参加者たちは、12回の教室で効果的なトレー
ニング方法を学び、体力の向上を目指します。

　リトグラフとは、水と油の反発を利用し、描
いた絵をそのまま写し取れる魔法のような技法
の版画です。今回の企画展では、市所蔵の多彩
なリトグラフを紹介しています。版画作家たち
は、版画の枠を越えた新たな作品として、リト
グラフの表現の可能性を追求しています。

　　根本山しぜん体験教室“お正月飾りを作って
　　飾ろう”が開催されました。参加者は、指導
員の説明を受けながら、雑木林の中で小枝や木の
実などを拾い集めました。センターに戻ると、集
めた材料をもとに、木片を削るなどの加工をしな
がら、今年の干支である「うし」を完成せました。



（11）広報もおか 令和 3年 2月号（10）

▼
模
範
消
防
団
員
知
事
表
彰

　

団
本
部
分
団
長　
　
　

   　

石
川　

悦
哉

▼
栃
木
県
消
防
協
会
表
彰

◎
功
績
章

　

団
本
部
副
分
団
長　
　
　
　

保
坂　

晶
夫

　
　
　
　

副
分
団
長　
　
　
　

櫛
毛　

隆
行

◎
勤
続
章
30
年

　

団
本
部
副
分
団
長　
　
　
　

柳　
　

聖
司

◎
勤
続
章
25
年

　

団
本
部
分
団
長　
　
　
　
　

飯
島　

信
宏

　

第
1
分
団
第
2
部
団
員　
　

松
本　

弘
行

　

第
3
分
団
第
1
部
団
員　
　

海
賀　

重
夫

　

第
3
分
団
第
2
部
団
員　
　

石
塚　

正
人

◎
勤
続
章
20
年

　

団
本
部
分
団
長　
　
　
　
　

安
達　
　

誠

　

第
1
分
団
第
2
部
団
員　
　

島　
　

岳
人

　
　
　
　
　

第
3
部
団
員　
　

植
木　

輝
雄

　
　
　
　
　

第
4
部
団
員　
　

岩
﨑　
　

敬

　

第
2
分
団
第
1
部
団
員　
　

小
島　

哲
史

　
　
　
　
　
　
　
　

団
員　
　

服
部　

修
一

　
　
　
　
　

第
3
部
団
員　
　

山
本　

雄
次

　

第
3
分
団
第
1
部
団
員　
　

武
田　
　

薫

　
　
　
　
　
　
　
　

団
員　
　

大
塚　

直
樹

　
　
　
　
　

第
2
部
団
員　
　

飯
塚　

武
敏

　

第
4
分
団
第
2
部
団
員　
　

柏
村　

昭
博

　

第
6
分
団
第
3
部
団
員　
　

稲
川　

直
樹

◎
勤
続
章
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年

　

第
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団
第
1
部
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ノ
瀬
辰
夫

　
　
　
　
　
　
　
　

団
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安
藤　
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第
2
部
団
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山
﨑　

修
二

　
　
　
　
　
　
　
　

団
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藤
田　
　

太

　
　
　
　
　

第
3
部
班
長　
　

豊
田　
　

聖

　
　
　
　
　
　
　
　

班
長　
　

仁
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忠
男

　
　
　
　
　

第
4
部
班
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滝
沢　

精
司

　
　
　
　
　
　
　
　

団
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宮
沢　

正
徳

　
　
　
　
　
　
　
　

団
員　
　

小
野　

利
弘

　
　
　
　
　

第
5
部
班
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髙
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久
義

　

第
2
分
団
第
1
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長　
　

吉
田　

貴
哉

　
　
　
　
　
　
　
　

班
長　
　

古
川　

善
治

　
　
　
　
　

第
2
部
団
員　
　

横
山　
　

裕

　
　
　
　
　

第
3
部
部
長　
　

安
田　

政
昭

　

第
3
分
団
第
1
部
団
員　
　

武
田　

祐
一

　
　
　
　
　

第
3
部
部
長　
　

佐
藤　

正
史

　
　
　
　
　
　
　
　

班
長　
　

羽
石　

優
一

　

第
4
分
団
第
1
部
団
員　
　

永
嶋　

明
男

　
　
　
　
　

第
2
部
班
長　
　

椿　
　

浩
明

　
　
　
　
　
　
　
　

班
長　
　

野
沢　
　

貴

　
　
　
　
　

第
3
部
副
部
長　

上
杉　

広
行

　

第
5
分
団
第
1
部
班
長　
　

荻
原　

芳
謙

　
　
　
　
　
　
　
　

団
員　
　

菅
井　

康
博

　
　
　
　
　

第
3
部
部
長　
　

上
野　

裕
輝

　
　
　
　
　
　
　
　

団
員　
　

小
倉　
　

勝

　

第
6
分
団
第
2
部
部
長　
　

印
波　
　

準

　
　
　
　
　

第
3
部
団
員　
　

南
雲　
　

聡

　
　
　
　
　

第
4
部
部
長　
　

小
倉　

剛
充

　
　
　
　
　
　
　
　

団
員　
　

久
保
野
晃
輝

◎
勤
続
章
10
年

　

第
1
分
団
第
3
部
団
員　
　

本
城
谷　

諭

　
　
　
　
　

第
4
部
班
長　
　

小
川　

友
康

　
　
　
　
　

第
5
部
団
員　
　

野
村　

純
也

　

第
2
分
団
第
2
部
団
員　
　

田
谷　

拓
己

　

第
3
分
団
第
3
部
班
長　
　

大
嶋　

光
輔

　
　
　
　
　
　
　
　

班
長　
　

池
田　

征
樹

　

第
4
分
団
第
2
部
班
長　
　

穴
澤　

英
之

　
　
　
　
　

第
3
部
団
員　
　

石
川　

修
二

　

第
5
分
団
第
1
部
団
員　
　

小
池　
　

力

令
和
令
和
２２
年
度
年
度

消
防
団
員

消
防
団
員
のの
各
種
表
彰

各
種
表
彰

　

多
岐
に
わ
た
る
消
防
活
動
へ
の
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
次
の
方
々
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【日時】3 月 5 日（金）午後１時 30 分から
【会場】真岡市役所本庁舎　（302 会議室）

※公売広告後、公売を中止する場合がありますので、入札前
　に市 HP 等を必ずご確認ください。

　売却区分 2 および 3 については、農地の
ため、農業委員会で発行する買受適格証明
の提出が必要です。

【証明の申請期限】2 月 10 日（水）

《売却区分 1》【土地】
◎栃木県真岡市熊倉町字タケ内 911 番 1
　地積：327.27 ㎡（仮換地面積 270 ㎡）（宅地）
　見積価格：8,290,000 円　公売保証金：830,000 円
《売却区分 2》【土地】
◎真岡市長田 2133
　地積：171.00 ㎡（田）
◎真岡市長田 2134
　地積：3,100.00 ㎡（田）
　見積価格：1,770,000 円　公売保証金：180,000 円
《売却区分 3》【土地】
◎栃木県真岡市原町 656
　地積　2,995.00 ㎡（田）

▲受賞者のみなさん

受賞おめでとう
ございます！

　

令
和
2
年
12
月
22
日
（
火
）、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
・

芸
術
な
ど
の
分
野
で
、
特
に
優
秀
な
成
績
を
お
さ

め
ら
れ
た
方
に
対
し
て
、
市
長
賞
メ
ダ
ル
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

市
長
賞
メ
ダ
ル
贈
呈
式

市
長
賞
メ
ダ
ル
贈
呈
式

【
小
学
生
の
部
】

【
中
学
生
の
部
】

◆
第
27
回 

新
聞
配
達
に
関
す
る
エ
ッ
セ
ー
コ
ン

　

テ
ス
ト　

小
学
生
部
門　

審
査
員
特
別
賞

　

上
杉　

愛
莉
（
真
岡
小
2
年
）

◆
第
12
回 

全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会　

組
手　

　

小
1
女
子
の
部　

優
勝

　

中
澤　

倫
子
（
真
岡
小
1
年
）

◆
第
26
回 

日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

　

小
学
校
部
門　

最
優
秀
賞

　
（
真
岡
キ
ッ
ズ
ハ
ー
モ
ニ
ー
）

　

加
藤　

麗
愛
（
真
岡
小
5
年
）

　

鯨　
　

遥
香
（
同
2
年
）

　

奥
野　

紗
衣
（
真
岡
東
小
5
年
）

　

中
山　

桃
菜
（
同
1
年
）

◆
令
和
2
年
度
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
県
民
運
動　

　

人
権
に
関
す
る
作
文　

最
優
秀
賞

　　

石
塚　

寛
弥
（

石
塚　

寛
弥
（
山
前
小

山
前
小
66
年
）
年
）

◆
令
和
元
年
度
栃
木
県
愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー
コ
ン　

　

ク
ー
ル　

優
秀
賞

　　

酒
井　

郁
穂
（

酒
井　

郁
穂
（
長
沼
小

長
沼
小
66
年
）
年
）

　
　
　
　
　

第
2
部
部
長　
　

野
口　

栄
樹

　
　
　
　
　
　
　
　

団
員　
　

黒
﨑　

正
敏

　

第
6
分
団
第
1
部
班
長　
　

保
坂　

健
人

　
　
　
　
　
　
　
　

班
長　
　

髙
松　

希
望

　
　
　
　
　
　
　
　

団
員　
　

飯
山　

貴
大

　
　
　
　
　
　
　
　

団
員　
　

古
口　

陽
道

　

第
7
分
団
第
1
部
団
員　
　

谷
田
部
千
明

　
　
　
　
　

第
2
部
団
員　
　

山
口　

智
規

▼
親
子
消
防
団
員
表
彰

　

団
本
部
団
員　
　
　
　

   　

青
木
美
智
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木
早
也
香

▼
栃
木
県
消
防
協
会
芳
賀
支
部
長
表
彰

◎
功
労
章

　

団
本
部
副
分
団
長　
　
　

   

上
野　

和
彦

　

第
1
分
団
第
1
部
部
長　
　

水
沼　
　

崇

　
　
　
　
　

第
2
部
部
長　
　

金
子　

貴
洋

　
　
　
　
　

第
3
部
部
長　
　

櫻
井　

一
郎

　
　
　
　
　

第
4
部
部
長　
　

菊
地　

悦
基

　

第
2
分
団
第
1
部
部
長　
　

髙
松　

賢
司

　
　
　
　
　

第
2
部
部
長　
　

細
島　

正
貴

　
　
　
　
　

第
3
部
部
長　
　

安
田　

政
昭

　

第
3
分
団
第
1
部
部
長　
　

櫻
井　

義
徳

　
　
　
　
　

第
2
部
部
長　
　

石
﨑　

正
稔

　
　
　
　
　

第
3
部
部
長　
　

佐
藤　

正
史

　

第
4
分
団
第
2
部
部
長　
　

山
﨑　

盛
人

　

第
5
分
団
第
3
部
部
長　
　

上
野　

裕
輝

　

第
6
分
団
第
1
部
部
長　
　

大
塚　

倫
行

　
　
　
　
　

第
2
部
部
長　
　

印
波　
　

準

　

第
3
分
団
第
1
部
団
員　
　

海
賀　

重
夫

◎
勤
続
章
5
年

　

第
１
分
団
第
1
部
団
員　
　

松
本　

真
法

　
　
　
　
　

第
3
部
団
員　
　

関
根　

重
行

　
　
　
　
　

第
4
部
団
員　
　

廣
澤　
　

勉

　
　
　
　
　

第
5
部
団
員　
　

小
林　

拓
巳

　

第
２
分
団
第
1
部
団
員　
　

瀬
尾　

祐
介

　
　
　
　
　
　
　
　

団
員　
　

江
原　

史
雄

　
　
　
　
　

第
3
部
団
員　
　

横
山　

達
哉

　

第
3
分
団
第
3
部
班
長　
　

川
住　
　

貢

　
　
　
　
　
　
　
　

団
員　
　

関
口　
　

潤

　

第
4
分
団
第
1
部
班
長　
　

保
澤　

宗
史

　
　
　
　
　

第
2
部
団
員　
　

本
橋　

正
和

　
　
　
　
　
　
　
　

団
員　
　

前
原　

雅
貴

　
　
　
　
　
　
　
　

団
員　
　

鶴
見　

拓
巳

　
　
　
　
　

第
3
部
班
長　
　

吉
永　

哲
也

　
　
　
　
　
　
　
　

団
員　
　

髙
田　

征
宏

　

第
5
分
団
第
2
部
団
員　
　

小
林　

大
貴

　

第
6
分
団
第
1
部
団
員　
　

豊
田　

安
志

　
　
　
　
　

第
2
部
団
員　
　

秋
元　

崇
典

　

第
７
分
団
第
2
部
団
員　
　

国
府
田
正
輝

▼
市
長
表
彰

◎
永
年
勤
続
30
年

　

団
本
部
副
分
団
長　
　
　

   

柳　
　

聖
司

◎
永
年
勤
続
25
年

　

団
本
部
分
団
長　
　
　

  　

 

飯
島　

信
宏

　

第
1
分
団
第
2
部
団
員　
　

松
本　

弘
行

　

第
3
分
団
第
1
部
団
員　
　

海
賀　

重
夫

　
　
　
　
　

第
2
部
団
員　
　

石
塚　

正
人

◎
永
年
勤
続
20
年

　

団
本
部
分
団
長　
　
　
　

   

安
達　
　

誠

　

第
１
分
団
第
5
部
副
部
長　

入
江　

一
守

　
　
　
　
　

第
２
部
団
員　
　

島　
　

岳
人

　
　
　
　
　

第
3
部
団
員　
　

植
木　

輝
雄

　
　
　
　
　

第
4
部
団
員　
　

岩
﨑　
　

敬

　

第
2
分
団
第
1
部
団
員　
　

小
島　

哲
史

　
　
　
　
　
　
　
　

団
員　
　

服
部　

修
一

　
　
　
　
　

第
3
部
団
員　
　

山
本　

雄
次

　

第
3
分
団
第
1
部
団
員　
　

武
田　
　

薫

　
　
　
　
　
　
　
　

団
員　
　

大
塚　

直
樹

　
　
　
　
　

第
2
部
団
員　
　

飯
塚　

武
敏

　

第
4
分
団
第
2
部
団
員　
　

柏
村　

昭
博

　

第
6
分
団
第
3
部
団
員　
　

稲
川　

直
樹

◆
第
73
回 

栃
木
県
中
学
校
女
子
駅
伝
競
走
大
会

　

優
勝

　　

鈴
木　

咲
良
（

鈴
木　

咲
良
（
真
岡
東
中

真
岡
東
中
33
年
）
年
）

　

髙
波　

眞
妃
（
同

　

髙
波　

眞
妃
（
同
33
年
）
年
）

　

大
木
こ
ま
ち

　

大
木
こ
ま
ち
（
同
（
同
22
年
）
年
）

　

三
上　

鼓
々

　

三
上　

鼓
々
（
同
（
同
22
年
）
年
）

◆
第
26
回 

日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト

　

全
国
大
会　

中
学
校
Ａ
部
門　

最
優
秀
賞

　　

菊
地　

巧
隼
（

菊
地　

巧
隼
（
真
岡
東
中

真
岡
東
中
11
年
）
年
）

　

濱
﨑　

愛
斗
（
同

　

濱
﨑　

愛
斗
（
同
11
年
）
年
）

　

楢󠄀
府　

千
夏

　

楢󠄀
府　

千
夏
（
同
（
同
11
年
）
年
）

差押不動産の公売を実施 　見積価格：1,350,000 円　公売保証金：140,000 円
 《売却区分 4》【土地】
◎真岡市下籠谷字南原 3440 番 1
　地積：667.00 ㎡　（宅地：公簿　山林）
◎真岡市下籠谷字南原 3440 番 3
　地積：651.00 ㎡　（宅地：公簿　山林）
◎真岡市下籠谷字南原 3440 番 5
　地積：17.00 ㎡（宅地：公簿　山林）
　見積価格：2,513,000 円
　公売保証金：260,000 円

 問 納税課納税推進係　℡ 83-8489　

詳しくは
市 HP にて



（13）広報もおか 令和 3年 2月号（12）

真
岡
東
中
が
第
29
回
関
東
中
学

駅
伝
競
争
大
会
で
準
優
勝

二
宮
尊
徳
像
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

環
境
審
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

栃
木
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
芳
賀
支
部
が

交
通
安
全
啓
発
品
を
寄
贈

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者
表
彰
、

カ
ジ
ダ
ン
・
イ
ク
メ
ン
エ
ピ
ソ
ー
ド

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

12
月
5
日
（
土
）、

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か

市
で
行
わ
れ
た
「
第

29
回
関
東
中
学
駅
伝

競
走
大
会
」
女
子
の

部
に
初
出
場
し
た
真

岡
東
中
学
校
が
見
事

準
優
勝
に
輝
き
、
11

日
（
金
）
に
、
生
徒

ら
8
人
が
市
役
所
を

訪
れ
、
石
坂
市
長
に

大
会
結
果
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

選
手
を
代
表
し

て
、
主
将
の
鈴
木
咲

良
さ
ん
は
「
学
校
の

　

12
月
22
日
（
火
）、
市
公
民
館
で
「
真
岡
市
男
女

共
同
参
画
推
進
事
業
者
表
彰
お
よ
び
カ
ジ
ダ
ン
・
イ

ク
メ
ン
エ
ピ
ソ
ー
ド
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、
個

性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
む
市

内
事
業
者
や
、
家
事
や
育
児
等
を
行
う
男
性
の
エ
ピ

　

12
月
17
日
（
木
）、
桜
町
陣
屋
跡
隣
接
多
目
的
広

場
で
、
二
宮
尊
徳
石
像
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
石
像
は
、
茨
城
県
桜
川
市
在
住
の
野
口
昇

さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
「
二
宮
尊
徳
の
教

え
を
広
く
伝
え
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
尊
徳

が
報
徳
仕
法
を
実
践
す
る
拠
点
で
あ
っ
た
桜
町
陣

　

12
月
17
日
（
木
）、
市
役

所
で
、
環
境
審
議
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
会
は
、
恵
み
豊

か
な
環
境
を
将
来
に
引
き
継

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
、
学
識

経
験
者
や
関
係
事
業
者
、
一

般
公
募
の
市
民
ら
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
「
第
2
次
真
岡

市
環
境
基
本
計
画
」
の
見
直

し
を
図
る
た
め
、
新
た
な
施

策
の
追
加
や
環
境
指
標
に
お

市政ニュース 市政ニュース

　

農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
（
宅
地
や
資
材
置
場

　

農
地
を
農
地
以
外
の
も
の
（
宅
地
や
資
材
置
場

等
）
に
す
る
場
合
は
、
農
地
法
に
よ
る
農
地
転
用

等
）
に
す
る
場
合
は
、
農
地
法
に
よ
る
農
地
転
用

の
許
可
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

の
許
可
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
地
を
農
地
以
外
で
使
う
場
合
は

農
地
転
用
の
許
可
が
必
要
で
す

問 

農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係

　

 

℡
８
３
・
８
１
８
８

【
必
要
な
要
件
】

【
必
要
な
要
件
】（
真
岡
市
の
場
合
）

（
真
岡
市
の
場
合
）

••

「
農
地
で
は
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
土
地
で
も
、

「
農
地
で
は
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
土
地
で
も
、    

　

地
目
が
農
地
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す　

　

地
目
が
農
地
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す　

　

の
で
、
必
ず
確
認
く
だ
さ
い
。

　

の
で
、
必
ず
確
認
く
だ
さ
い
。

　　

事
前
に
農
業
委
員
会
へ
所
定
の
事
項
を
届
け
出

事
前
に
農
業
委
員
会
へ
所
定
の
事
項
を
届
け
出

れ
ば
、
農
地
転
用
の
許
可
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

れ
ば
、
農
地
転
用
の
許
可
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
市
街
化
調
整
区
域
内

■
市
街
化
調
整
区
域
内

　

農
地
の
面
積
が

　

農
地
の
面
積
が
４４
haha
以
下
の
場
合

以
下
の
場
合
は
農
業
委
員

は
農
業
委
員

会
の
許
可
、

会
の
許
可
、
４４
haha
を
超
え
る
場
合

を
超
え
る
場
合
は
県
知
事
の
許

は
県
知
事
の
許

可
が
必
要
で
す
。
申
請
に
あ
た
り
、
都
市
計
画
法

可
が
必
要
で
す
。
申
請
に
あ
た
り
、
都
市
計
画
法

や
農
振
法
等
、
他
法
令
の
許
可
や
認
可
の
見
込
み

や
農
振
法
等
、
他
法
令
の
許
可
や
認
可
の
見
込
み

が
あ
る
か
、
事
前
に
協
議
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

が
あ
る
か
、
事
前
に
協
議
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
市
街
化
区
域
内

■
市
街
化
区
域
内

••

土
盛
り
や
土
砂
採
取
、
植
林
、
駐
車
場
、
太

土
盛
り
や
土
砂
採
取
、
植
林
、
駐
車
場
、
太          

　
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
等
に
つ
い
て
も
、
農
地
転

　
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
等
に
つ
い
て
も
、
農
地
転

用
の
許
可
が
必
要
で
す
。

用
の
許
可
が
必
要
で
す
。

••

無
断
で
農
地
を
転
用
し
た
者
に
対

無
断
で
農
地
を
転
用
し
た
者
に
対

し
て
は
、
違
反
是
正
指
導
や
原
状

し
て
は
、
違
反
是
正
指
導
や
原
状

回
復
命
令
等
の
勧
告
を
出
す
場
合

回
復
命
令
等
の
勧
告
を
出
す
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

　

市
が
発
行
す
る
広
報
紙
等
の
内
容
を
審
議
し
、

紙
面
の
改
善
や
発
展
、
内
容
の
充
実
を
図
る
た
め

の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
。

広
報
モ
ニ
タ
ー
委
員
を
募
集

【
審
議
内
容
】
広
報
紙
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の

市
が
行
う
広
報
事
業
に
関
す
る
こ
と

【
応
募
要
件
】
①
市
内
在
住
で
、
平
日
の
日
中
の
会
議

に
出
席
で
き
る
方
（
年
２
回
）
②
広
報
事
業
に
つ

い
て
定
期
的
に
意
見
・
感
想
等
を
提
出
で
き
る
方

【
募
集
人
数
】
5
人

【
任
期
】
2
年
（
令
和
3
年
4
月
～
令
和
5
年
3
月
）

【
報
酬
】
年
額
1
万
円
程
度

【
締
切
】
2
月
26
日
（
金
）
ま
で
（
必
着
）

【
申
し
込
み
】
任
意
の
様
式
に
必
要
事
項
（
①
氏
名
、

②
年
齢
、③
性
別
、④
応
募
の
動
機
、⑤
電
話
番
号
）

を
記
入
し
、左
記
へ
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、E
メ
ー

ル
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
と
な
り
ま
す
。
応
募

書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問 

情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係　

　

  

〒
３
２
１
・
４
３
９
５　

　

 

真
岡
市
荒
町
５
１
９
１
番
地

　

 

℡
８
３
・
８
１
０
０　

FAX
８
３ 

・ 

５
８
９
６

先
生
、
生
徒
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
方
々
の
応
援
や
保

護
者
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
好
成
績
を
残
せ
ま
し
た
。

来
年
は
後
輩
が
優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
」
と
、
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

石
坂
市
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
思
い
通
り
の

練
習
が
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
素
晴

ら
し
い
結
果
は
、
一
人
一
人
が
大
き
な
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
き
た
成
果
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

運
動
も
勉
強
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
生
徒
た
ち

の
健
闘
を
た
た
え
、
新
品
種
の
地
元
産
い
ち
ご
「
と

ち
あ
い
か
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。

屋
跡
付
近
へ
の
寄

贈
を
決
め
ら
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。

　

石
坂
市
長
は
「
こ

の
石
像
が
、
尊
徳
へ

の
興
味
や
関
心
を

持
つ
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
を
大
い

に
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

2
月
は「
正
し
い
猫
の
飼
い
方
推
進
月
間
」

　
　
　

 

飼
養
頭
数
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

飼
え
な
い
命
を
増
や
さ
ぬ
よ
う
不
妊
去
勢
手
術
を
行
う

　
　
　

終
生
飼
養

飼
い
始
め
た
ら
、
命
を
終
え
る
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
う

猫
は
【
４
S
】
で
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

 

所
有
者
明
示

飼
い
主
の
連
絡
先
を
記
し
た
迷
子
札
な
ど
を
装
着
す
る

　
　
　

室
内
飼
養

で
き
る
だ
け
室
内
で
飼
養
す
る

問 

動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

　

  

℡
０
２
８ 

・ 

６
８
４ 

・ 

５
４
５
８　

　

  

環
境
課
環
境
保
全
係  

℡
８
３ 

・ 

８
１
２
５

ル ー ルル ー ル をを
守って正し守って正し
く飼おう！く飼おう！

Ｓ
１

Ｓ
２

Ｓ
３

Ｓ
４

け
る
目
標
値
の
再
設
定
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
見
直
し
で
は
、
国
連
で
採
択
さ
れ

た
、
世
界
共
通
目
標
で
あ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
の
関

連
性
に
つ
い
て
も
明
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
月
8
日
（
金
）、
栃
木
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
芳
賀

支
部
の
佐
藤
利
春
支
部
長
ら
が
市
役
所
を
訪
れ
、「
シ

グ
ナ
ル
安
全
安
心
ホ
ル
ダ
ー
」
１
０
０
０
個
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
カ
ラ
ビ
ナ
に
反
射
材
と
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ

ト
、防
犯
用
笛
が
付
い
て
い
る
も
の
で
、全
3
色（
赤
・

黄
・
緑
）
あ
り
ま
す
。

　

市
内
小
学
校
の
登
校
班
長
に
配
布
し
、
安
全
な
登

下
校
が
で
き
る
よ
う
活
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ソ
ー
ド
や
思
い
を
募
集
し

表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
推
進
事
業
者

表
彰
で
は
、
川
﨑
運
輸

㈱
と
、
㈲
浅
香
工
務
店

の
2
社
が
表
彰
さ
れ
、

イ
ク
メ
ン
エ
ピ
ソ
ー
ド

表
彰
で
は
、
筋
萎
縮
性

側
索
硬
化
症
を
患
っ
た

父
を
介
助
す
る
夫
の
様

子
を
つ
づ
っ
た
、
船
渡

川
未
来
さ
ん
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。



問 地域包括支援センターもおか
　（いきいき高齢課内）　℡ 83-8132
　 地域包括支援センターにのみや
　（二宮支所内）　℡ 74-5139

※新型コロナウイルス感染拡大防止対策
　のため中止になる場合があります。

（15）広報もおか

問 社会福祉協議会 ℡ 82-8844

12 月に寄付をしてくださった方々（敬称略・順不同）ありがとうございました。
善意銀行

サークル縫友 ･････････････････････ 5,000 円
JA はが野 真岡地区、二宮地区女性会 ･･･････ 食品
公文式 北真岡教室 ･･･････････････ 61,429 円
芳賀保護区保護司会 ･････････････ 塗り絵 20 冊

添谷 清一 ････････････････ 玄米 30㎏、肌着上下
自動車部品工業労働組合真岡支部 ･････30,000 円
匿 名 ･･････････････････････････ タオル 83 枚
匿 名 ･･････････････････････････ 子ども用衣類

令和 3年 2月号（14）

第402 回

飯
いい た

田　實
みのる

さん

（中郷在住 ･81 歳）

　

私
は
昭
和
14
年
、
中
郷
に
生

ま
れ
ま
し
た
。

　

真
岡
農
業
高
等
学
校
（
現
・

北
稜
高
校
）
卒
業
後
は
親
の

跡
を
継
ぐ
た
め
農
業
の
道
に
進

み
、
主
に
米
や
麦
の
栽
培
に
力

を
注
ぎ
ま
し
た
。

　

25
歳
の
頃
、
は
が
野
農
業
協

同
組
合
か
ら
の
勧
め
も
あ
り
、

米
の
裏
作
と
し
て
い
ち
ご
の
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
栽
培
方
法
が
確
立

さ
れ
て
お
ら
ず
、
試
行
錯
誤
の

日
々
で
し
た
。
成
長
を
早
め
る

い
ち
ご
と
と
も
に
歩
ん
だ
人
生

た
め
に
、
真
岡
市
よ
り
も
寒
い
戦

場
ヶ
原
の
山
へ
花
芽
を
持
っ
て

行
っ
た
り
、
夜
の
寒
気
か
ら
い
ち

ご
を
守
る
た
め
に
、
わ
ら
で
作
っ

た
「
こ
も
」
を
被
せ
た
り
と
、
と

て
も
大
変
だ
っ
た
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽

培
が
普
及
し
始
め
る
な
ど
、
少
し

ず
つ
い
ち
ご
を
安
定
し
て
育
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
天
候
に
も
悩
ま

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
大
雪
で
連

棟
ハ
ウ
ス
の
ほ
と
ん
ど
が
倒
壊

し
た
と
き
は
「
い
ち
ご
栽
培
を

や
め
よ
う
か
」
と
考
え
る
ほ
ど
で

し
た
。
失
意
の
中
、
娘
が
「
壊
れ

た
な
ら
、
ま
た
や
り
直
せ
ば
い
い

よ
」
と
励
ま
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
気
持
ち
を
立
て
直
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
栽
培
の
経
験
を

重
ね
て
い
く
中
で
、
地
域
の
農
業

活
性
化
に
も
貢
献
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
平
成
3
年
か
ら

9
年
間
農
業
委
員
を
務
め
、
国

内
外
の
農
業
事
業
を
視
察
す
る

な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
50
歳
の
と
き
に
は
地

元
の
公
民
館
長
を
務
め
、
区
長

と
と
も
に
栃
木
県
指
定
無
形
民

族
文
化
財
の
大
日
堂
獅
子
舞
の

後
継
者
育
成
な
ど
に
尽
力
し
ま

し
た
。
少
し
で
も
地
域
の
皆
さ

ん
の
力
に
な
っ
て
い
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

昨
年
の
春
に
2
人
目
の
孫
が

就
職
し
た
こ
と
を
機
に
、
い
ち

ご
栽
培
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

苦
労
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

自
分
が
愛
情
を
込
め
て
作
っ
た

い
ち
ご
で
多
く
の
人
が
喜
ん
で

く
れ
る
と
思
う
と
、
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
自
由
な
時
間
が
増
え

た
た
め
、
家
族
で
時
代
劇
の
ド

ラ
マ
を
観
た
り
、
孫
と
美
術
館

に
行
っ
た
り
と
楽
し
い
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

い
ち
ご
と
と
も
に
歩
ん
で
き

た
人
生
に
悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
の
い
ち
ご
栽

培
の
さ
ら
な
る
発
展
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

▲農業委員時代の
ヨーロッパ視察にて

あの日あの日
あのころあのころ

消費生活消費生活
センターメモセンターメモ

シリーズ 452

格
安
ス
マ
ホ
は

　
　
　
理
解
し
て
か
ら
契
約
を

ご相談は、
消費生活センター
（真岡市役所 2 階

市民生活課内）
毎週 月～金曜日
  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

℡88
ハナシテナヤミナシハナシテナヤミナシ

4-78304-7830
相談料無料

《
事
例
》

　
「
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
を
入
れ
替
え
る

だ
け
で
、
今
ま
で
の
携
帯
電
話
と

同
じ
よ
う
に
使
う
こ
と
が
で
き
、

料
金
が
安
く
な
る
」
と
聞
き
、
格

安
ス
マ
ホ
に
乗
り
換
え
た
。
一
定

時
間
内
で
あ
れ
ば
無
料
で
通
話
が

で
き
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
高
額

な
料
金
が
引
き
落
と
さ
れ
て
い
た
。

電
話
で
問
い
合
わ
せ
た
が
、
説
明

が
理
解
で
き
な
い
。

　
「
格
安
ス
マ
ホ
」
は
、
従
来
の
携

帯
電
話
会
社
か
ら
通
信
回
線
を
借

り
て
い
る
た
め
、
維
持
管
理
の
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
「
ネ
ッ

ト
通
販
を
主
と
し
実
店
舗
を
ほ
と

ん
ど
持
た
な
い
」、「
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
限
定
す
る
」
な
ど
し
て
、

コ
ス
ト
を
抑
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
今
ま
で
契
約
し
て
い
た
携

帯
電
話
会
社
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

格
安
ス
マ
ホ
の
注
意
点

①
実
店
舗
が
な
い
た
め
、
問
い
合

　

せ
窓
口
が
電
話
や
メ
ー
ル
等
の

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
が
多
い
。

②
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
や

　

端
末
の
故
障
・
修
理
時
の
代
替

　

機
貸
し
出
し
な
ど
が
有
料
の
場

　

合
が
あ
る
。

③
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
提
供
が
な

　

い
場
合
が
あ
る
。
ま
た
は
有
料

　

で
提
供
さ
れ
る
。

④
こ
れ
ま
で
の
機
種
を
引
き
続
き

　

使
う
場
合
は
、
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド

　

が
使
え
る
か
確
認
す
る
。

⑤
中
古
端
末
を
購
入
す
る
場
合
は

　

販
売
者
に
製
造
番
号
を
聞
き
、

　

携
帯
電
話
会
社
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

ク
利
用
制
限
端
末
で
な
い
こ
と

　

を
確
認
す
る
。

　

事
例
の
相
談
者
が
受
け
取
っ
た

契
約
書
に
は
「
10
分
以
内
の
通
話

を
無
料
に
す
る
に
は
特
定
の
ア
プ

リ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
必
ず
契

約
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
今
ま
で

の
携
帯
電
話
会
社
と
の
違
い
を
理

解
し
た
上
で
契
約
し
ま
し
ょ
う
。

▲妻・節子さんと
東京スカイツリーにて

 問 コラボーレもおか ℡ 81-5522（月曜・祝日休館） 問 コラボーレもおか ℡ 81-5522（月曜・祝日休館）

真岡市で活動している、市民活動団体やボランティアなどの紹介です

・・

　「Hoa」とは、ハワイ語で「友人」、「仲
間」という意味があります。ウクレレの
音楽に親しみながら、阿部敏夫先生を含
め 6 人のメンバーで和気あいあいとレッ
スンを行っています。
　スタートして 6 年余り、テクニックは
まだまだですが「コラボまつり」、「文化祭」
などに参加して士気を高めています。
　ハワイアン・ミュージックをベースに、
カントリー、ポップスなど取り入れ、敬
老会などで一緒に歌ったりフラを踊った
りと楽しんでいます。

大舞台で演奏を行
い、練習の成果を
披露しました。  【連絡先】℡ 090-5756-2062（本橋）


